
「すごしかたファースト」というコンセプトの下、住まいの新たな価値を提案し続けるコスモスイニシア。
同社で商品企画を担当する保川真由佳さんと建築を担当する石堂大祐さんが、suppose design officeの

谷尻 誠さんを訪問。これからの住まい方、マンションの新しいあり方について聞いた。

が部屋と感じるには、どのくらいの幅が必要な
のかといった部分から考えると、こういう新し
い発想につながりますね。

  “懐かしい新しさ”が魅力になる

保川　谷尻さんから見ると、最近のマンション
は魅力が少ないのではないでしょうか?

谷尻　今のマンションで気になるのは、ピカピ
カな仕上げばかりなこと。例えば、完成してい
るのに新しくないという新しい価値観にも注目
してほしいと思います。壁はクロス張りじゃなく
て素地を出して塗るとか。躯体の上に直塗りす
ると全く雰囲気が違います。配管などをむき出
しにすることによって、丁寧に仕上げなければ
ならないので、職人さんたちの手間はかかりま
すが、壁が少し汚れたりしても、味わいが出て
きますよね。

石堂　それは実感しています。完成時のモデル
ルームが“瞬間最大風速”を発揮してしまいが
ちですが、僕らの世代には、そのピカピカに魅
力を感じない感性を持つ人も多くいるはずです。

谷尻　世の中の人がいろいろな情報を手に入
れ始めたから、“最大公約数”が崩れ始めてい
るのかもしれません。暮らしの雰囲気全体を伝
えられるものが求められていると思います。

保川　中古物件を購入して思いどおりにリ
フォームする人が増えているのも、その証拠で
すね。

谷尻　“懐かしい新しさ”と僕は表現しています
が、新しいのに中古っていうのができると強い
かもしれない。中古がほしい人はラフさを求め
ているのであって、水回りは新しいほうがいい
わけです。そういう住まいが新築で意図的につ
くれると、若い人には受けるんじゃないでしょ
うか。家というよりもカフェに住むようなイメー
ジを抱いている人も多いですよね。

石堂　オプションというか、ピカピカではない
スタイルも選べるところから始められるかもし
れません。

 街とゆるやかにつながる

谷尻　近々、東京の事務所を移転する予定なの
ですが、新しい事務所のエントランスが広いの
で、設計事務所以外のことでも使いたいなと計
画中です。週に1日はパン屋の知り合いに入って
もらったり、別の日はコーヒーショップになった
り……。用事がないと足を運べない設計事務
所の敷居を低くできるかもしれないな、と。こ
ういう考え方はマンションにも応用できるん
じゃないでしょうか？　住まいでありながら街
の一部になる機能を持たせ、ハイブリッド化さ
せる考え方です。

石堂　マンションの住人が街を利用し、街の人
にもマンションを利用してもらう、という考え
方ですね。相互関係が生まれるかもしれません。
実際に、街との良好なつながりを持つマンショ
ンは求められているような気がします。

谷尻　今は誰もが個人的なつながりを求める
時代ですよね。個人主義が行き過ぎてしまっ
たから、その反動で他人とつながりたくなって、
SNSを利用していますから。

保川　つながりたいと思ったときにつながれる
場所がほしいですよね。それが「INITIA」のコ
ンセプトにもある“メリハリ”だとも思っていま
す。住宅にも必要な要素です。

谷尻　パブリックとプライベートもそうですし、
プライベートの中でもその距離感は必要でしょ
う。プライベートは確保されているけど、つな
がっていられる安心感というか。今までのマン
ションでは特に、ハードとソフトが乖離してし
まっていましたけど、両方を満たす新しい住ま
いが、これからはさらに求められるはずです。

2014年度グッドデザイン賞を受賞した 

コスモスイニシア「オークプレイス月島」
 （大和ハウス工業株式会社との共同分譲マンション）。

えてきました。例えば、LDKに家族が集まって
過ごせるように、キッチンからリビングを開放
的に広げたり、一見無駄になりがちな玄関を少
し広くしたり、といったプランを打ち出していま
す。「INITIA」に先がけて販売した「オークプレ
イス月島」は、集合住宅の間取りでの多様性が
評価され今年度のグッドデザイン賞を受賞で
きました。

谷尻　どうしてそういった考え方につながった
のですか?

石堂　実は私たちをはじめ、「INITIA」を担当
するメンバーがちょうど30歳代が中心なんで
す。自分たちが今の時代、どういう暮らしをし
たいかと素直に考えた背景があります。ところ
で、谷尻さんは、あえて部屋の用途を決めずに
おく場合もあるとのことですが……。

谷尻　部屋名を決めると、その場所の機能が
限定されたように感じられますが、決めないで
おけば、入居者がどう使うかを考えるようにな
ります。それに今の時代は、「売る」のではなく
て「買いたい」を提供する世の中。おしつけない
ほうがいいんです。かといって、ほったらかしは

ダメですよ。例えば、ライフスタイルショップ。い
ちばん売りたいものは洋服だけど、その洋服を
手に入れることで実現する生活を店で提案し
ている。つまり、この服を手に入れると自分も
豊かになると感じるから、ライフスタイルショッ
プへ行くんですよね。住宅も同じですよ。暮らす
人が能動的に決断できるように、「買いたい」
部屋を提供していかないといけません。部屋を
1つ1つ明確に決めていくより、グレーゾーンが
好きなんですよ（笑）。だからこういう、境界線を
なくしていく空間づくりは共感しますね。

保川　3LDKや洋室という部屋割りすらも不要
になるのであれば、住む人が手を加えられると
か、もっと自由に使える価値を提供していけれ
ばと考えています。

谷尻　「INITIA」での廊下や玄関を広げる考え
方も同じですね。僕が設計したところでは、従
来の玄関は必要ないから狭くしたケースがあり
がます。その代わりに、玄関につながるスペー
スを広くとる。従来玄関や廊下とされていたス
ペースを広げて、物が置けるようになると、部
屋としての機能が与えられるようにもなります。
つい法的に廊下幅ギリギリにしがちですが、人

この対談の続きは、コスモスイニシアのホームページをご覧
ください。 http://www.cosmos-direct.jp/project
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 暮らす人が能動的に決断できるように

保川　コスモスイニシアのメインブランド
「INITIA」は、時間の過ごし方に重点を置いて
新しい住宅づくりに取り組んでいます。毎日を
過ごす空間の中で、満足感というのは物の充
実感ではなく、過ごし方そのものが大切だと考


